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月間のホノレモン構築，ホルモン・神経伝系は autoracliography，免疫組織化学，鐙
光顕微鏡， 電気生理学， JM所解剖学的生化学などの技術を駆使することにより解
明されつつある。 ちなみに estrogen，anclrogen，glucocorticoiclは脳室近傍に 
target neuron が存在する事， circumventricular organs (終板， sulコfornical 
organ，最後野・漏斗)は estracliolconcentrating cellを有し， しかも estracliol 
target neuron部に近接している事，視床分界条は脳の sexhormone target neu-
1'onと交通していて， 小脳扇桃， p1'eoptic-hypothalamic nuclei，miclline thal-
amus，中脳ともつながっていることなどが判明した。一方， 末梢神経系において
は neuroc1'est由来の細胞，たとえば“ helleZellen "や apuclcellsは polype-
pticle hormone，biogenic amine を産生しており，後者の血清レ'ベノレ上昇が前者
の分泌を促すこともわかるようになった。
本書は， これらの広凡な神経・内分泌系の相互関係を機能解剖学的に検討した 
1974年 5月 NorthCarolinaで開催された国際会議の議録である。興味ある論文
としては， 3H-estracliolを in vivoでラットに投与すると下垂体前葉，視床下
部， limbic cystemで取り込みが増加し， この増加は est1'ogenに対し特異的で
あった。すなわち，視床下部と下垂体は cytosolbinding proteinを有し，特に 
estrogenに高い親和性を示した (Eisenfelcl，A. J.，Yale Univ.)。ステロイド
ホルモンは targetorganの細胞内で濃縮し，細胞質内の特異なタンパクに付着す
る。 この結合タンパク・ステロイド複合体は核膜を通過してクロマチンの受容器
タンパクに付着し， RNA合成に関与すると見なされている。従って，これらの位
置にある cytosol bincling proteinに estrogenが付着すると核の方に移る可能
性を示している。一方， 視床下部，下垂体への ancl1'ogenの取り込みを同様の方
法で調べると， androgene bincling moleculeはこれらの位置に見当らず， 3H-
p1'ogesteroneも脳，下重体に選択的に取りこまれない事実は興味深い。
カテコラミン (CA)合成に関与する諸酵素および acety1transfe1'aseがラット
の視床下部に不均一に分布していることはすで、に知られている。 Saaveclra (NIH) 
は白から考案した酵素測定法により meclianeminenceには tyrosinehycl1'oxyl-
ase，DBH，phenylethanolamine，N-methyltransferase，choline acetyltransfe-
rase，tryptophan hyclroxylaseが高濃度に含有されていることをゆlかにした。こ
のことは，この部位で clopamine(DA) ，noradrenaline，adrenaJine，serotonin， 
acetylcholineが盛んにつくられ，神経内分泌に重要な役割りを果していることを
示唆している。 
出こ侵しゅi配1合成諸酵蒸ニは他の内分泌CAに由来するmeclianeminenceこの
うを加えることにより大きく変動する。ちなみに，甲状腺刻除術， 生殖腺刻除術， 
dexamethasone投与によりこれらの酵素活性は増加し， {ilj腎刻除術， サイロキシ
ンないしテストステロン投与により減少する。 また， 生殖腺易IJ除1ilif，甲状腺易1]徐
術， 高IJ腎易IJ除1itifをあらかじめ施行しておくと， 視床下部のいずれの部位において
も tryptophan hyclroxylase活性に変化をきたさない (Kizer，J. S.，NIH)。
すなわち， central monoamine，とくに median eminenceのそれは神経内分泌
の feedbackに関与しており，この部位は feeclback 1'egulationの中心と見倣し
得ょう。 Fuxe，K. et al. (Karolinska Inst.)はラットの脳における CA盤づもを 
microfluorimetric法により， DAを masf1'agmentographic法により夫々量的に
測定し， meclian eminenceにおける DA，CAの分布を組織化学的に明確にする
とともに，この部の DA系は luteinizinginhibitory factor (LRF)分泌を抑制
し， prolactin inhibitory faetor (PIF) 分泌を充進させることを立証した。 J自の 
DA系は性行動の抑制に支配的に働くことが知られており， これらの成績は注目
に値しよう。 
In vitroの実験においてラットの下重体前葉を培養すると小量の LH，FSHが
遊離する。下垂体前葉組織を含む培地に視床下部組織片を加えると LH遊出には
無影響のまま FSH遊出を著増させる。下重体前葉を含む培養フラスコに acetyl-
cholineを加えても LH遊出は変らないが，下重体前葉と視床下部をともに含有
した培養基に acetylcholineを加えると LH，FSHの遊出が著増する (Fiorinclo， 
R. P.，et al.， Univ. of Milan)。すなわち，視床下部は invitroにおいて，あ
る種の factor(LH-RHや FSH-RH)を介して培養下主主体から LH，FSHを分
泌させ，それらの分泌が acetylcholineの添加により増加する。
以上，形態と機能， ホノレモンと神経伝播についてのこれらの諸報告は， 神経内
分泌学の解剖学に従事する研究者のみならず， 臨床家にとっても， 臨床的成果に
関連づけて考察するのに有用となろう。編集者の vValterE. Stumpfは，神経内
分泌の追究に autoradiographyを用いたパ，イオニアの一人であり，最近もトリチ
ウムをラベノレした progesterone，estradiol，testosteroneを用いて，それらの関
連臓器の cellular，subcellular localizationとその代謝， estrogen target cell 
など興味ある論文を発表している。共編集者の LesterD. Grantも，主として小
動物を用いて脳の神経内分泌に与える薬物の影響について， すぐれた報告をして
い る。(中田瑛浩)
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